青明舎　フェイスシート

　　　　平成19年　7月　2　日　担当：原　佳伸　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　平　康子　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　23　年　8月　13日生（58歳）

	
	住　所　〒039-1702　五戸町大字倉石中市小渡33-1　　　　　　　　　電話　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病

	
	発症時期
	Ｈ4年頃(43歳時)
	罹 患 期 間
	約14年

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約6年5ヶ月　　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	(障害基礎年金　2級　月額6．6万円)

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　区分１
	上限額
	2500円

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	　共同生活援助　グループホームあおぞら

	登録年月日
	Ｈ　　18年　7　月　1　日
	身長
	152cm
	体重
	　　68　kg

	最終学歴
	倉石村立又重中学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	特になし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　平　真紀子　　様　　　　　続柄　　　娘　　　（同居　・否）

	登録目的

グループホームで生活しながらデイケアに通所する。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　H4年 3月～H5年4月　　　　　十和田中央病院　入院　　　

②　H5年 4月～H5年冬頃　　　　　十和田中央病院　通院　　　

③　H 6年 4月～H11年9月        松平病院　　　  入院

④　H11年 9月～H18年5月        松平病院        通院

⑤　H18年6月～ 現在まで  　　　 青南病院        通院

	

	生活歴

倉石村にて出生。20代後半で見合い結婚し、2児を出産。家業の手伝い等は殆ど行わず、家で過ごしたり、図書館通いをしていた。また近所の住民から不審がられていた。H2年頃から会話にまとまりがなく独語が目立つようになり、H4年3月十和田中央病院に入院、翌年5月に退院。1回目の入院後から家族(夫・子供)とは疎遠になっていた。退院後、通院中断して症状再燃しH6年4月松平病院に入院しH11年9月に退院。松平病院の授産施設ベルエボックを経て、福祉ホームB型エーデルワイスへ入所となるが、タバコの火の不始末があり、H15年5月退所。その後アセンドハウスのショートステイを利用後、H15年6月青山荘へ入所となる。松平病院への外来通院しながら、青山荘では身の回りのことや対人関係、服薬管理や健康面での援助を行う。H18年6月松平病院の通院が青南病院へと変更になる。H18年7月青山荘退所し、GHあおぞらに入所。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母は(81)は養護老人ホームに入所中。夫とは籍を抜いていない。19.1.14夫（60）が脳梗塞で倒れたと娘から連絡があるが、面会には行っていない。娘に電話で容態について確認したとの事。（夫は２月中旬に退院）娘とは月に1度は電話で連絡をとっており、グループホームにも来ているとのこと。また母の従兄である小渡氏も協力的であるが、高齢であり、必要な時のみ協力をしてくれることとなっている。


平成　19年 7月　2日　（月）

	氏　名
	平　康子　様
	男・女
	生年月日
	昭和23年8月13日（58歳）


	これまでの経過（前回評価日　　H19年　3月　25日）

	現在、月～金デイケア利用中。１週間に１度（水曜日）ＧＨ訪問を行っている。

●GHでの生活

食事はよこまちストアで惣菜や漬物を購入し食べているとの事。部屋の整理整頓はほとんど行う事が出来ずにいる。訪問時に部屋を確認すると物を部屋の周りに寄せている状態である。洗濯した物は干す事が出来ているが、洗濯する物は押し入れにしまっている為、整理整頓の仕方について声掛けを行っている。入浴は週3回のペースで行うこと出来ている。服薬管理については服薬ボードにて管理しており、たまにではあるがデイケア通所時に持参するのを忘れGHに戻るということがある。GH内での対人関係については其田氏、淡路氏から「掃除の事や食事当番の事でなにかあると色々言われるから嫌だ。ストレスが溜まる」との事で、自分の中に悩み事等を閉じこんでしまうために体調を崩してしまうことがある。

●デイケアの様子

自分が慣れている自主活動やクラブ活動のプログラム以外には積極的に参加することは少ない。新規プログラムや運動プログラムについては「わからない」「忘れた」「やれない」など様々な理由をつけて休むことが多い。デイケア通所中に薬包をグループホームに取りにいくことが時折見られる。



	長期目標（中期・短期）

	長期目標

グループホームで生活しながらデイケアに通所する。

中期目標

自室の掃除を定期的に行い、悩み事・不安事などは本人から相談できるようにする。


プラン計画者　氏名：　　原　佳伸　　　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	①自室の整理について


	· GH訪問時に清掃状況の確認と清掃の促し

· 掃除を行わない理由を本人へ尋ね、その理由をどのように解決していくのか、本人が今後どのようにしていきたいか本人と話し合い決定していく。
	ヶ月


	②悩み事を相談することが出来ない為にストレスとなり体調を崩すことがある。
	· 本人の訴えを聞きストレス対処に向けたアドバイスを行い、本人が理解し、納得できるまで分かりやすく繰り返し説明を行う。

· GHでの生活、対人関係、書類手続き等でストレスとなることが考えられる為、青明舎、世話人、通所スタッフ各関係機関へ相談するよう促す。
	ヶ月


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室










五戸町在住　32歳





東京在住　39歳


病院勤務





五戸町在住　30歳


保護者

















